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先日、ケアプラザの事を自治会広報で取り上げていただけるということで桂台自治会から取材を受けました。かねて

より、自治会長である福原氏から 「ケアプラザについて周知が足りないのでは?Jと いう指摘を受けておリヘますは足

元から1ということで有言実行してくださつた (感謝 1)よ うです。取材に来られた方々とのお話の中で 「ケアプラサ

は高齢者のための施設という認識の方が多く、どのように利用して良いかわからなtJと いう意見があることを改めて

感じました。以前から、 「すでに利用している人たちは良く知っているけれど、利用していない人たちには敷居が高い

のでは?Jと 指摘されておりますが、これは 地 域活動への参加の問題とも重なる課題です。いかに活動参加への間口

を広くして、たくさんの方とつなかれるか ! こ の事が、地域づくりの鍵であることを再認識した次第です.
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夏休み特別プログラム貯艦汗』を～
かんたんておいし～い 「クレーブJをつくってみません

か? ト ッビンクを工夫したら世界にたったひとつの味     |

が  !お 友たちといつしょにどうそご参加ください 1

8月 26日 (金)10時 ～12時

調理師 頓 野 恵さん

小学生 10名 〈定員次第締切)

と台地取ケアプラツ 翻 理室&多 目的ホール

権台スペシャルデイの ボランティアグルエプ
お知らせ

桂台地域ケアプラサデイサービスでは 利 用者へ日頃の

感謝を込めて 月 に一回 「桂台スベシャルテイJを 企画

しています.毎 月毎月素敵なブロクラムを企画していま

すので 地 域の皆様も是非足をお運び下さい!

日時 :3月 3日 (水)14時 ～15時

内容 :～夏祭り～

MlKAWAさ んによる太鼓演妻

皆で踊ろう盆踊り 1

昔なつかしスイカ割り !

場所 :桂台地域ケアプラザ

分科会公開講座
「災 ど い の 認 知 症 高 齢 者 の 支 援 につ いて」

震災時の高齢者施設での様子をうかかい 災 害時の認知

定高締者への支援について学ひます

7月 11日 (月)14時 ～16時

小規模多機能事業所 「晴」職員さん

どなたでも

(電賠にてお申し込みく

桂台地域ケアブラツ

多目的ホール

デイ,レーム 推台ケアプラザまで



退院後の生活を

安心しておくるために
～地域医療連携～

地域包括支援センターでは、様々な相設をお受けしています。高齢者の方から 「困つた !どうしてよいかわか

らない」と来られる代表的な相談に 「これまで、大きな病気をしてこなかつたのだけれどOOの 病気で入院して

しまつた。治療が終わり退院するように言われたけれど、その後の生活が不安だ」というものがあります。しか

し、ここ数年で病院とかかりつけ医の連携や医療と地域包括支援センターやケアマネジャーのいる居宅介護支援

事業所との連携が進み、以前に比べ何の準備もなく退院に至る方は少なくなつています。これは、医療機関の中

で地域医療連携が間われるようになり、退院調整がきちんと行われるようになつてきたのがその理白です。さて、

ここ栄区では退院時の調整がどのように行われているのか? 一 般の方にその情報は届いているのか? 横 浜栄

共済病院地域医療支援センター 小 黒看護師長さんにインタビューを行いましたので、ど報告いたします。

側 提柱轡唇経揖吾曾喜忌綜古昇挟撰母雪岳誉Fよ早暑吊署吊唇窪
療機関の機能にあった忠者さんを診ることで病院本来の使命を果たすこ

とができるように適LTで効率的な医療を提供する事にあります。横浜栄

共済病院は、その地域医療連携をすすめる役割である地域医療支援病院

になります。共済病院では、 「退院後の生活をスムーズに送るために」

その息者さんの 「かかりつけ医」との連携を図るだけではなく、ケアマ

ネジャーのいる居宅介護支援事業所や地域包括支援センターとも逆携を

図つています。

どと3家族禄唇骨糧'署魯料歌魯畳;よ禄十、合唇晨旨看景扇i各i:
んなご相談です。

入院中に足腰が弱ったので、転倒予防のため

自宅のトイレに手すりを付けたい。

家族が遠くに住んでいるので、

介護保険の申請をして前理と揖際の

ヘルパーを順みたい。

自宅に帰つた後も、在宅医療や訪問者議を

利用したい。

すぐに家に帰るのは難しいので、

リハビリの出来る病院に移りたい。

医療費の支払いについて減額できる制度の相談をしたい。



どと3 1H言'「gをそを鸞畳吊啓
てお申し出ください。予定を調そして

ご相談させていただきます。

舶様開解難斌継盤躍紙1畳構縁岳
忠者さんやご家族様が安心して'活 できるように地域のケアマネジャー

や地域包括支援センターの方々とも距時連絡を取りあい 訓 を会議など

を行っています。どんなことでも、お気車にご1日談ください。

今回、小黒君護師長さんからお話をうかがいへ

医療か地域を大事にしはじめている事、決して

病院内だけではなく 地 域に戻ってからも困ら

ないような体常Jを組んでいこうという意識が強

くあることを改めて感じました。私たち地域包

括支援センターとしても、地域医療支援センタ

ーが機能する事によって 「地域包括支援センタ

ーが聞いた患者さんの声を屑けやすくなつた。

そして 地 域に戻る患者さんの情報が早く層く

ようになつたJと いう実感があります。今年の

地域包括支援センターのテーマの一つは医療連

携です。これからも退院後の生活を安心して送

れるように医療機関とのつながりを深めるよう

に努力していきます。

横浜栄央済病院 病 診連雑の経緯

(横浜栄共済病院ホームベージから)

1998年から地域医療連携宣を立ち上十デて、近在の医療機関

(関業の先生)と の連携業務を担当しています。

1999年から「栄共済連携だより」の年4回、季刊を行って

います。

1999年から紹介息者さんのカルテにはグリーンファイルを

付け、診寮順番の優先と紹介と逆紹介の円滑化を進めてい

ます。

2000年から緊急提示カードを作成し、重録忠者制度を開始

しています。夜間 休 日で連携医が不在でも 案 急時に当

院が適切に対応します。

2005年栄区医師会と栄区市民公開議座の共同開催を開始し

以後キに2回継続しています。

2007年からエントランスホールに登録医施設―資を掲示し

ています。

2009年に地域医療連14課から地域医療支援センターヘ発展

させました。



そぼ降る雨に映える紫陽花の何と美しいこと……

厚い雲のすきまからは時折、青い空がのぞいています。そう、楽しい夏の手J来はもうすぐです。

当ケアプラザにも、近隣のあちらこちらからお祭りのお知らせが舞い込んでいます。

ますは、桂山公国で行われる 「桂台まつり」

今年は、7月 30日 (■)31日 (日)の予定で、毎年盛大に開催されます。

ハッビとハチマキを身にまとつた子どもたちがくり出す神興は、かわいくも力

強く、大入顔負けの迫力が感じられます。練り歩く道すがら
“
おひおり

'を
渡す

人々も心踊る瞬間です。町内会や団体が趣向を凝らした模擬店はどこも列をなし、

色とりどりの潜衣が揺れ動く様はまさしく夏の風物詩といえるでしょう。

上郷西地区ヘロをむけると、東公園で7月30日 (工)と7月31日 (日)に 「夏祭りJ

が行われます。

お孫さんの手をひいてうれしそうに屋合のわた真子を買うお年寄り、金魚すく

いに夢中になる規子、ビール片手に焼き烏をほおばるおじさまたちが、今年も大

活躍すること間違いなし 1

しかし。そんな楽しい夏のイベントも、体調を崩してしまっては台無しです。暑い中でも体調を崩さず、

楽しい夏の一時を満喫するために、今から暑さに負けない準備をしておきましょう !

熱中症対策として 宣 言の調整や水分IF取の大切さがテレビ等でも盛んに言われています。

しかし い ざ暑くなつた時にどうするかだけでなく、暑さに負けない体力を夏を控えた今から替えておくことが大切です。

の3零馬炉再ど源誉選余
浴鶴墨責曾
環境を ゅ諏朕屍署臨 する。

宣温は23℃を目安に、クー

ラーや扇風機が直接、身体に

当たらないように風向に注意

してください。

昨年は大変な狂暑でした。横浜市でも7月～9月の3ヶ月間で913人の方が熱中

症で故急搬送されました (目立環境研究所の調査より)。 今年も暑い夏になる

と予JHlされており、さらに電力不足に伴う節電により熱ヽ中VTが多発する危険性

が指摘されています。

先にご紹介したような夏バテ予防対策を語じていただくことはもとより、節

電を意識するあまり健康を宮することがないようにするための環境準備が大L」

です。具体的には0室 流の調節、0適 気■のよい衣類の若川、0こ まめな水分

摂取、が挙げられます。7月中旬からは翌日や当日の気温が35tを超えるとヤ

想されるときに、 「高温注意情報Jが 発表されることになっています。この予

報も参考に、夏場を元気に乗り切るための一工夫を討じましょう。

シャワーだけだと、筋内などに溜まつた

疲れは十分に取れません。この残った
“
疲

れ
'の
畜積が賞バテを招きます。おるめの

お湯にゆっくりつかることが効果的です。

また入浴剤はリラックス効果を高める働き

があります。

コショウや唐辛子等のキ味成分

には胃滋の分泌を促 し 食 欲を増

遣させる効果があります。

また、大葵やみょうが、らっき

ょうなどの夏野菜にはビタミンが

豊官で、夏バテ対策に有効です。

〃考孝そヽ


